
かながわシステムでの茅ヶ崎市グループホーム利用者家賃助成金の請求について 

 

令和５年度より、グループホーム入居者への家賃補助の請求方法は、かながわシステム

に変更となります。請求時期は、８月（４月～７月分）、１２月（８月～１１月分）、４月

（１２月～３月）の年３回です。なお、市家賃補助の請求については、共同生活援助の基

本報酬（サービス費）が請求されていることが前提となりますので、ご注意ください。ま

た、かながわシステム利用にあたっては、事前準備が必要となります。以下の手順から事

前準備をお願いします。 

 

かながわシステムの事前準備・設定・操作に関するお問合わせはこちら 
神奈川県国保連合会：045-329-3416 

 

・事前準備の大まかな流れ（詳細については各種マニュアル等をご確認ください） 

１ かながわシステムを利用するための環境設定を行う(国保連合会ホームページ「かながわシ

ステム環境設定マニュアル」「②請求業務を始める準備」を参照) 

国保連合会のホームページ：https://www.kanagawa-kokuho.or.jp/sien/siharai_system.html 

 

 

 

 

 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp/sien/siharai_system.html


２ かながわシステムにログインしたら、かながわシステム上で「システム操作マニュア

ル」、「請求情報作成ツールマニュアル」、請求情報作成ツールをダウンロードする

 

 

 



３ 「請求情報作成ツール操作マニュアル」に沿って、事業所マスタ、利用者マスタ、単

位数マスタの設定を請求情報作成ツール上で設定する（手順の詳細は「請求情報作成

ツール操作マニュアル」内の「1.2 請求情報の作成を開始するまでの流れ」参照。利用

者情報の登録、単位数マスタの取り込みについては、「県・市町村単独事業」の方を読み

進めてください） 

    

 

４ 請求情報作成ツールで、請求情報を作成する（次ページ「新かながわシステム上での

市家賃補助の請求データ作成マニュアル」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



かながわシステム上での市家賃補助の請求データ作成マニュアル 

 

１、請求情報作成ツールの「請求明細書情報登録」を選択します。 

 

 

２、「利用者選択」から、家賃補助を請求する対象者を選択します。 

 

 

 



３、「利用者選択」の画面に移ったら、「検索」をクリックし、請求する対象者を選択します。 

 

 

４、対象者が追加されたら、下記の場所を選択し、「サービスコード」を追加します。 

 

 

 

 

 

 



５、サービス種類の中から、「３３：共同生活援助」を選択し、「検索」をクリックします。 

 

 

６、共同生活援助のサービスコードの中から、家賃補助用のサービスコードを選択します。

該当サービスコードは「３３８０００」の「茅ヶ崎市グループホーム利用者家賃助成金」で

す。 

 

 

 

 



７、明細情報に該当サービスコードが追加されたら、「単位数」と「回数」を入力します。 

「単位数」は、四半期ごとの金額（決定通知書に「第〇期分請求金額」と記載があります）、

「回数」は「１」を入力してください。 

 

 

８、「単位数」、「回数」入力後、「自動集計」を選択してください。 

 

 

 

 



９、日数集計情報に金額等が追加されたら、「利用実日数」を入力し「登録／更新」を選択

してください。 

 

 

１０、「請求明細書情報一覧」画面に移りますので、CSV 情報として登録する請求情報に☑

を入れ、「CSV出力」を選択します。 

 

 

 

 



 

１１、出力された CSV を国保連合会に送付してください（システム操作マニュアル「3.2.2

請求情報をアップロードする」を参照）。 

 

 


